
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

アルマ

ホリック

バロック

ゴシック

11歳

陥穽

0

煉獄

12
55.雪

73.動く死体

【転校生】

【行方不明】

【逢引き】

【地獄】

それは、可憐な花だった。この掃き溜めみたいな男子校には似つかわしくない花だった。少年が教室を歩くだけで、ふわりとさわやかな香りが舞った。その瞳で見つめられると、俺は胸が高鳴った。少年の名前はサラセニアといった。少年の席はセルの隣だった。だから、少年の席に近づくために、セルに話しかけるようになった。俺も、あの可憐な花に近づきたい。夢をかなえて、大人になりたかった。

教室にいる生徒は、半分くらいになっていた。 生徒だけじゃない、先生も、食堂のおじさんたちもいなくなっていった。 噂では、刑事さんも次々といなくなっているらしい。 近くの警察署の署長が、事件から手を引きたいと申し入れてきたそうだ。 すっかり人が少なくなった教室では、いつものようにサラセニアを囲んで話が盛り上がっていた。 噂では、サラセニアと逢引に成功した生徒がいるらしい。 サラセニアは、あの制服の下に何を隠しているのだろうか。 少し、うらやましいと思った。そして、サラセニアが事件に巻き込まれることなく、 いつまでも教室の花であってほしいと願わずにはいられないのだった。

サラセニアに誘われ、保健室へといった。 俺は、最高に胸が高鳴っていた。 サラセニアは、手慣れているのか素早く服を脱ぎ捨てると、ベッドに腰掛けた。 おいでよと言われて、俺は急くように服を脱ぎ捨て、座った。 サラセニアが俺の肩をつかみ、そのままベッドに押し倒す。 そして、そのまま長い何かが俺の中に入ってきた。 長い何かは俺の中で脈動すると、何かを吐き出した。 熱い、何かが熱い。俺の中が、どうにかなってしまったみたいだ。

そこには、大量の男が吊るされていた。そして俺は日々大きくなる腹部を見ながら、何もできずにいた。隣には、セルが並んで吊るされていた。セルの腹部はかなり大きく膨らんでいた。足元に、ダチュラとサラセニアが立っていた。「セルが、とてもうまくいったんだ。それを君に見てほしくてね」その言葉が終わるか終わらないか、セルの腹部が裂けた。中から赤い液体が飛び出し、肉の塊が地面に落ちた。「その子の名前はリッパー。まさかこの学校にリッパーを育てられる程の強い生命エネルギーを持った男がいるなんて思わなかった。ふふふ、だから、ちょっと成果を試したくてね。リッパー、試し切りの時間だよ。」肉の塊は起き上がると、その爪を鳴らしてダチュラへと近づいた。ダチュラは逃げた。逃げて、逃げて、逃げて・・・。そして、部屋の隅で鮮血が舞った。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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BPで発狂状態の未練がある際、攻撃判定+1

肉弾攻撃マニューバの攻撃判定で、出目+1してよい

肉弾・白兵攻撃のダメージ+1

自身の攻撃で発生させた切断判定の出目に-2

行動値2

行動値1

肉弾攻撃１

射程0の対象へ肉弾攻撃判定大成功した際、「連撃+1」もしくは「転倒」効果付与。効果は1カウントに1回発動する。

行動値2、装着部位へ被ダメージ時、任意の基本パーツ1つ追加で損傷

肉弾攻撃１

支援１

移動１

肉弾攻撃1+切断

誰かの手

たいせつなたからもの

べちゃべちゃ。やぶれた

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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対話判定において判定の出目+1してよい

移動１

移動１

妨害１
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